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lC−・8 ギ キシ ン処 理 ヤエ ナ リ K おげろエ 4 レ ン 姓 合威

　　　　　　　　　　　　 Q 洒井旗吾 ， 令関英継　（名大 E震
・
生肥拳制御 ）

　ヤエ ナ リ （Pha， e。どus 　tzareas 島。h ）の下隆軸切片K 比 執的商震友〃 六一キシ ン 2｝之

6t エ 4 レ ン 生合成麹 ・誘導さ撫 くる ． こ功 1片 K 蛋 自合 離 選択的 畷 瞎 する

iErk”77a へ 骸 ミ ド齢 焔 乙 鞠 な IK 繍 灯 躰 ン 破 撫 鍼 少 し ま

た 六一
キ シ ン 左除 ・・ て む生成が 職 少する 。 こK5 ガ ぐ とぱ．謬髴さAk エ ヰ し ン 生

Av　Ut系が 非S
＆

r． 早く七urn　over 　l てあ り，
一
定薇度の 才一キシ ン 刀 存在 下で刀み瓣

される ぐ 乙 左爪 〔て ・・る。 i 刀工 e／ L ン 生合・威系 K っ い て調 べた結果，メー今オニ ン

左基質と 1て い る ： 乙 が 彦之 5 燕 た fJで．震K 工 亭 し ン生威の ゼ し 7 り
一 系左得 る

こ x．　tsXみ　k 。

だ キラ ン処 理 K よ リエ ・4−　L ン 生合嵌系 左誘導 1 た 励 乱 ブラス ボ乏 ブナ ィザ
ー

で 釣 ワ ・玄け 乙 工 侃 ン 甥 メ咤 企 凝 ま 吃 転 が ラス棒で励 左ts っ 、s〈L

た場合ぞ 胴 様であ 。 た D 瀕 祝 為・ S，エ 4 し ン 生成 1く ぱ組織 〃敝 砂噂 鋤 オ憫

手 〔て ・・る 小 ， また 岐、エ 」CLレ ン 生成 左不 落 性化 サる 楼桂刀 喜在凌磯 之 5 れ た diで，

それ 5 ”t］耳能性に フ ・・ て 検討 1て みた ．

　ヤ エ ナ リの 下胚軸 切h，左α5 肅 六一キ 冫 ン で i珍℃ 蒔所で雌 時間イ ン キュ ベー トし

た後， ブラス ボ毛 プナイザ ー
で寸リフ ノ訊 1て組柚 孤兼左得た 、 この粗柚猷兼（Crude

exlTr）左パ キうン処 理 睦 切勘 く手之工 et し ン 姓 成 左調べ た と こ’1
？　93％　、o　FAig。

　A“

小 か ・ た （Ta』ld ）。
　 C編 e　ex £ 左 q2℃でり 分間枩乾匙理 1，

生 じた 虎でん お瑟旋｝で除き，

上 岱 P（磁 愬 ex十．）左得た。 こ ny＆iled　ex “． む霹4％ り阻害簿性を承 1
，

ミ5K 、 それ

左透村 ｛た も刀 （D…alxzeti　exl ・ ）こ　DQ％ 匕 1塞‘ゴ同じ緩 度〃 胆専乏示」 た ，　B。｝leJ　ex＋．
，

Dialrzed　e 羅 β阻 害箔性 t　t　C剛 ぜe　ex十K 〈 5 べ る 乙 低 ・・ が
，
　 C認 e　eκ』に IAA−oxida 〜e の阻

専剖 で ある 7 ロ ロ ゲ 冫 酸 左加 之て 明・・た 場合 K 阻 害0 ：緩 度バ Cれ 5 乙 同 ［
・
〈な る こ

と 妬
， 側 。 ex＋一勅 即 一

。・i、1、蜘 （よ 嚇 一キシ ン A吩 縦 れ 阻勧 経度縮 く

な フ 疋 乙刀 乙 拶之5 れ る，

　こ 淑 50 結果小 づ， α  団 酔大一キ 冫 ン 処哩 1 た ヤエ ナ リ士ワ岸に にi
，

工 一牛 し ン 生成

抽 廖す副 頒 楯 リ，そ仍 o ・雲熱 （ 嫉 な嵩分手で ある 況 が 趨
・

， た ． e4

黷際鵡麟纛掣徽惣纉 之讖 裂霊郭究繍写物
ろ の で あわ 運て 報告する ，

　Tab（e　1．　　　　　　　　　　　　 鰍 γ臨 e　p副 α（ef 艇加
綿 ／Chtr　 ％ hhib；十iOfi

Cb  Tol
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